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１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

近年，新しい数値解析手法である粒子法が提案され流体解析，流体/構造連成解析が可能

となっている．粒子法は砕波の解析やゴムの変形解析など大変形に強い解析法であること

が知られている．一方，自転車のフレーム，自動車のボディなどの薄板構造物に対する粒

子法の研究・開発はあまり進んでいないのが現状である．これはオリジナルの粒子法の近

似精度では薄板や梁構造の解析 (四階の偏微分方程式) を解くのに適していないからであ

る．そこで本研究では，薄板や梁の解析を可能とする粒子法 (高性能粒子法) の開発を試

みている．薄板構造に対する粒子法解析が可能となれば，本研究の最終目標であるハイド

ロフォーミング加工などのような座屈や分岐，材料の軟化を含む塑性不安定現象を高精度

に再現することが期待され，複雑な非線形現象の解明および新しい設計案のアイディアに

繋がることが考えられる．本研究の目的は，座屈，材料の軟化などの複雑な非線形現象が

解析可能な粒子法コードを作成することである． 

 

（２）実施内容 

- 粒子法を用いた薄板構造物の幾何学非線形問題 (材料線形) への拡張 

- 面内変形を考慮したプログラム開発 (シェル要素定式化) 

- 材料および幾何学的非線形問題への拡張 

 

２ 予想される事業実施効果 

本研究では，薄板や梁の解析を可能とする粒子法の開発を試みた．薄板構造に対する粒子

法解析が可能となれば，本研究の最終目標であるハイドロフォーミング加工などのような

座屈や分岐，材料の軟化を含む塑性不安定現象を高精度に再現することが期待され，複雑

な非線形現象の解明および新しい設計案のアイディアに繋がることが考えられる． 
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住   所： 〒739-8527（半角） 

東広島市鏡山 1-4-1 広島大学大学院工学研究院 
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